
提

出

者

北

川

れ

ん

子

平
成
十
四
年
四
月
二
十
四
日
提
出

質

問

第

六

一

号

原
子
力
発
電
施
設
等
放
射
能
業
務
従
事
者
に
係
る
疫
学
的
調
査
に
関
す
る
質
問
主
意
書

61



原
子
力
発
電
施
設
等
放
射
能
業
務
従
事
者
に
係
る
疫
学
的
調
査
に
関
す
る
質
問
主
意
書

原
子
力
発
電
所
（
以
下
原
発
）
は
労
働
者
の
被
曝
な
く
し
て
は
運
転
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
一
九
九
九
年
九
月
に
お

き
た
Ｊ
Ｃ
Ｏ
臨
界
事
故
で
は
、
二
人
の
方
が
尊
い
命
を
な
く
さ
れ
た
。
原
子
力
関
連
施
設
の
事
故
に
よ
る
犠
牲
者
で
あ
っ
た
。

た
と
え
事
故
が
な
く
と
も
、
定
期
検
査
や
補
修
な
ど
で
毎
年
多
く
の
労
働
者
が
被
曝
を
し
て
い
る
。
し
か
も
、
電
力
会
社
や
大

手
メ
ー
カ
ー
の
社
員
の
被
曝
の
量
は
少
な
く
抑
え
ら
れ
る
一
方
で
、
下
請
け
労
働
者
の
被
曝
量
は
年
々
増
加
の
傾
向
に
あ
り
、

両
者
の
被
曝
量
の
差
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

放
射
線
被
曝
に
よ
っ
て
、
労
働
者
の
健
康
に
ど
れ
だ
け
の
影
響
が
あ
る
の
か
、
実
際
の
と
こ
ろ
明
確
に
な
っ
て
い
る
と
は
い

え
な
い
の
が
現
実
で
あ
る
。
諸
外
国
で
も
放
射
線
被
曝
の
疫
学
調
査
は
種
々
行
わ
れ
て
い
る
が
、
統
一
さ
れ
た
結
論
は
導
き
出

さ
れ
て
は
い
な
い
。

日
本
で
は
広
島
、
長
崎
の
原
爆
に
よ
る
被
曝
の
影
響
の
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
原
発
等
の
労
働
者
の
被
曝
の
影
響
に
つ

い
て
は
、
一
九
八
九
年
に
「
原
子
力
発
電
施
設
等
放
射
能
業
務
従
事
者
に
係
る
疫
学
的
調
査
」
（
平
成
二
（
一
九
九
〇
）
年
度

か
ら
平
成
六
（
一
九
九
四
）
年
度
）
を
科
学
技
術
庁
が
「
財
団
法
人
放
射
線
影
響
協
会
」
に
約
十
七
億
円
（
予
算
額
か
ら
推

定
）
で
調
査
を
委
託
し
た
。
報
告
は
一
九
九
五
年
に
ま
と
め
ら
れ
、
そ
の
後
も
継
続
し
て
調
査
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

一



た
。
（
以
下
こ
の
一
九
九
五
年
の
調
査
報
告
を
「
第
�
期
報
告
」
と
い
う
）

第
�
期
報
告
で
は
、
結
論
は
「
低
線
量
放
射
線
が
健
康
影
響
、
特
に
が
ん
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
す
る
証
拠
は
み
ら
れ
な

か
っ
た
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
結
論
や
、
調
査
や
統
計
の
や
り
方
な
ど
に
つ
い
て
、
専
門
家
な
ど
か
ら
批
判
や
疑
問
の
声
が

出
さ
れ
た
。

一
昨
年
（
二
〇
〇
〇
年
）
十
二
月
に
『
原
子
力
発
電
施
設
等
放
射
能
業
務
従
事
者
に
係
る
疫
学
的
調
査
（
第
�
期
）
』
（
平

成
七
（
一
九
九
五
）
年
度
か
ら
平
成
十
一
（
一
九
九
九
）
年
度
）
と
い
う
報
告
書
が
ま
と
め
ら
れ
た
。
（
以
下
こ
の
報
告
を

「
第
�
期
報
告
」
と
い
う
）

こ
の
第
�
期
報
告
書
に
つ
い
て
も
第
�
期
報
告
書
同
様
、
多
く
の
問
題
点
や
疑
問
が
あ
る
の
で
、
以
下
質
問
す
る
。

一

放
射
線
影
響
協
会
内
に
あ
る
放
射
線
業
務
従
事
者
の
登
録
情
報
に
つ
い
て

登
録
の
項
目
は
何
々
な
の
か
。
項
目
の
数
と
各
項
目
名
を
明
ら
か
に
せ
よ
。
ま
た
、
個
人
の
住
所
や
本
籍
の
記
載
項
目
は

あ
る
か
。
現
場
で
作
業
に
入
る
前
に
労
働
者
が
書
く
書
類
に
は
住
所
欄
が
な
い
と
い
う
の
は
本
当
か
。
一
九
九
六
年
放
射
線

影
響
協
会
に
確
認
し
た
回
答
に
よ
れ
ば
、
過
去
に
は
民
宿
の
住
所
で
す
ま
せ
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
が
、
事
実
な

の
か
答
え
ら
れ
よ
。
ま
た
住
所
確
認
の
調
査
は
な
さ
れ
て
い
る
か
。
も
し
、
事
業
所
が
倒
産
、
廃
業
の
場
合
は
調
査
時
点
で

二



労
働
者
の
住
所
確
認
は
で
き
な
く
な
る
の
か
。
外
国
人
労
働
者
の
住
所
記
入
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
本
国
へ
帰
っ
た
後
、

追
跡
調
査
は
可
能
か
明
ら
か
に
さ
れ
よ
。

二

第
�
期
調
査
で
調
査
対
象
集
団
の
設
定
の
際
に
、
解
析
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
た
約
四
万
二
千
人
（
中
央
登
録
セ
ン
タ
ー
に

登
録
さ
れ
た
が
、
放
射
線
業
務
に
従
事
し
な
か
っ
た
者
）
に
つ
い
て
除
外
の
理
由
と
し
て
「
登
録
の
み
の
場
合
は
、
住
民
票

等
の
写
し
取
得
に
必
要
な
住
所
情
報
が
な
い
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
登
録
の
み
の
場
合
と
は
具
体
的
に
ど
う
い
う
ケ
ー
ス

な
の
か
。
事
業
所
の
情
報
が
記
入
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
か
、
答
え
ら
れ
よ
。

三

第
�
期
調
査
で
「
原
子
力
発
電
施
設
ま
た
は
日
本
原
子
力
研
究
所
も
し
く
は
動
力
炉
・
核
燃
料
開
発
事
業
団
（
現
核
燃
料

サ
イ
ク
ル
開
発
機
構
）
の
施
設
で
放
射
線
業
務
に
従
事
し
な
か
っ
た
者
（
約
二
千
八
百
人
）
は
「
本
調
査
は
原
子
炉
を
保
有

す
る
事
業
者
の
施
設
で
放
射
線
業
務
に
従
事
し
た
も
の
を
対
象
と
し
た
た
め
」
と
い
う
理
由
で
除
外
さ
れ
て
い
る
。
原
子
炉

を
所
有
し
な
い
Ｊ
Ｃ
Ｏ
な
ど
の
核
燃
料
加
工
施
設
や
医
療
関
係
機
関
、
研
究
機
関
、
核
廃
棄
物
処
理
施
設
で
被
曝
し
た
者
は

除
外
さ
れ
て
い
る
の
か
、
第
�
期
、
第
�
期
そ
れ
ぞ
れ
対
象
に
入
っ
て
い
る
者
、
除
外
さ
れ
て
い
る
者
を
明
ら
か
に
せ
よ
。

四

第
�
期
調
査
で
解
析
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
た
（
一
）
放
射
線
業
務
に
従
事
し
な
か
っ
た
者
、
（
二
）
日
本
国
籍
を
有
し
な

い
者
、
（
三
）
住
所
情
報
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
者
、
（
四
）
一
九
九
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
住
民
票
ま
た
は
除
票
の
交

三



付
が
な
か
っ
た
者
、
（
五
）
保
存
期
間
五
年
を
超
え
た
除
票
の
交
付
が
あ
っ
た
者
、
（
六
）
個
人
の
観
察
期
間
に
わ
た
っ

て
、
年
齢
が
二
十
才
未
満
の
者
、
お
よ
び
八
十
五
才
以
上
の
者
、
（
七
）
女
性
、
以
上
七
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
、
各
々

の
人
数
の
内
訳
を
明
ら
か
に
せ
よ
。
（
一
）
の
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
ど
う
い
う
人
を
さ
す
の
か
。
な
ぜ
業
務
に

従
事
し
な
い
の
に
、
登
録
さ
れ
て
い
る
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
よ
。
（
二
）
の
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
、
東
京
電
力
の
シ
ュ
ラ
ウ

ド
交
換
の
作
業
で
は
、
外
国
人
労
働
者
が
一
番
被
曝
量
の
多
い
作
業
を
行
っ
て
い
る
。
（
三
）
の
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
も
、

被
曝
量
の
多
い
作
業
に
従
事
し
て
い
る
確
率
が
高
い
こ
と
か
ら
（
二
）
と
（
三
）
の
グ
ル
ー
プ
の
被
曝
量
の
平
均
値
、
最
大

値
、
最
小
値
を
明
ら
か
に
せ
よ
。

五

放
射
線
業
務
従
事
者
の
「
健
康
調
査
」
と
い
う
名
目
で
、
電
源
開
発
促
進
税
か
ら
毎
年
五
億
円
が
予
算
計
上
さ
れ
て
こ
の

調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
。
調
査
の
表
題
は
「
疫
学
的
調
査
」
と
あ
る
が
、
実
際
は
死
亡
率
調
査
で
あ
っ
て
、
疫
学
調
査
と
は

い
え
な
い
。
健
康
調
査
と
い
う
の
な
ら
、
労
働
者
の
追
跡
健
康
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
必
要
に
な
る
。
第
�
期
報
告
で
も
「
近

年
の
が
ん
医
療
技
術
の
進
歩
に
伴
い
、
が
ん
の
治
癒
成
績
が
向
上
し
、
が
ん
罹
患
者
の
半
数
は
が
ん
死
亡
に
至
ら
な
い
時
代

と
な
っ
て
い
る
。
特
に
甲
状
腺
が
ん
等
致
死
率
の
低
い
が
ん
に
つ
い
て
は
、
死
亡
調
査
の
み
で
は
が
ん
と
の
関
連
を
正
確
に

把
握
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
な
ぜ
死
亡
調
査
を
継
続
す
る
の
か
。

四



六

労
災
認
定
で
闘
っ
た
嶋
橋
伸
之
さ
ん
の
放
射
線
管
理
手
帳
は
、
請
求
し
て
か
ら
数
ヵ
月
後
に
多
く
の
数
字
が
訂
正
さ
れ
て

遺
族
に
返
さ
れ
た
。
放
射
線
管
理
手
帳
は
就
業
時
に
労
働
者
本
人
に
手
渡
さ
れ
て
い
る
か
答
え
ら
れ
よ
。
放
射
線
管
理
手
帳

は
、
本
人
が
常
に
所
持
し
、
管
理
し
て
い
る
か
。
記
入
は
鉛
筆
で
は
な
く
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
等
で
後
に
修
正
で
き
な
い
よ
う
な

さ
れ
て
い
る
か
。
放
射
線
管
理
手
帳
の
数
字
と
中
央
登
録
セ
ン
タ
ー
の
数
字
は
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
か
。
こ

の
数
字
は
本
人
が
確
認
し
て
い
る
か
。
放
射
線
管
理
手
帳
は
離
職
時
に
本
人
に
手
渡
す
こ
と
を
義
務
づ
け
る
べ
き
で
は
な
い

か
答
え
ら
れ
よ
。

七

放
射
線
業
務
を
有
害
業
務
に
指
定
し
、
健
康
手
帳
を
交
付
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。
現
在
健
康
手
帳
の
交
付
は
行
わ
れ

て
い
る
か
。

八

第
�
期
報
告
で
の
解
析
対
象
集
団
は
十
一
万
四
千
九
百
人
、
死
亡
者
は
千
七
百
五
十
八
人
だ
っ
た
。
生
存
者
は
十
一
万
三

千
百
四
十
二
人
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
第
�
期
報
告
で
は
十
一
万
九
千
八
百
四
十
九
人
が
追
跡
調
査
対
象
と
な
っ
て
い

る
。
六
千
七
百
七
人
増
え
て
い
る
が
、
こ
の
理
由
は
何
か
。

九

科
学
的
で
適
正
な
健
康
診
断
を
企
業
指
定
病
院
だ
け
で
な
く
、
公
立
病
院
で
も
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
べ
き
だ
と
思
う
が

ど
う
か
。

五



一
〇

被
曝
に
よ
る
発
病
が
考
え
ら
れ
る
場
合
は
「
電
離
放
射
線
労
働
災
害
補
償
制
度
」
な
ら
び
に
「
原
子
力
損
害
賠
償
請

求
」
の
適
用
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
企
業
に
正
確
な
デ
ー
タ
を
提
出
す
る
よ
う
義
務
づ
け
て
い
る
か
。

一
一

第
�
期
報
告
も
第
�
期
報
告
も
、
小
さ
な
項
目
の
コ
メ
ン
ト
で
は
「
リ
ス
ク
評
価
を
す
る
の
に
充
分
で
は
な
い
」
「
統

計
学
的
検
出
力
が
小
さ
い
」
「
有
為
な
傾
向
性
を
示
し
た
」
な
ど
の
記
述
が
あ
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
結
論
は
「
影
響
が

な
い
」
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
始
め
に
結
論
あ
り
き
」
で
は
な
い
か
。
こ
の
よ
う
な
不
十
分
な
調
査
を
、
多
額
の
税
金

を
使
っ
て
行
う
こ
と
は
今
後
や
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

死
亡
者
の
死
因
に
占
め
る
が
ん
白
血
病
の
割
合
は
、
全
解
析
対
象
集
団
で
は
三
八
・
七
％
、
前
向
き
解
析
対
象
集
団
で
は

四
〇
・
六
％
と
一
九
八
六
年
か
ら
一
九
九
七
年
の
日
本
人
男
性
（
三
十
五
才
か
ら
四
十
九
才
）
の
全
死
因
に
占
め
る
が
ん
白

血
病
に
よ
る
死
亡
率
二
五
・
七
％
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
一
三
％
、
一
四
・
三
％
も
高
い
。
こ
の
数
字
も
、
住
所
情
報
が
わ
か
ら
な

い
人
、
日
本
国
籍
の
な
い
人
、
五
年
の
住
民
票
除
票
保
存
期
間
を
超
え
た
死
亡
者
を
除
い
て
い
る
数
字
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
。

一
二

こ
の
調
査
は
実
際
に
放
射
線
影
響
協
会
の
職
員
が
行
っ
て
い
る
の
か
。
ど
こ
か
に
委
託
し
て
い
る
な
ら
、
委
託
先
を
明

ら
か
に
せ
よ
。
調
査
の
費
用
は
累
積
総
額
で
い
く
ら
か
。
第
�
期
、
第
�
期
の
内
訳
、
各
々
の
委
託
費
、
人
件
費
等
項
目
別

六



に
費
用
額
を
明
ら
か
に
せ
よ
。

一
三

こ
の
調
査
報
告
の
保
存
期
間
は
ど
れ
だ
け
か
。
公
開
は
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
て
い
る
か
。
こ
う
い
う
多
額
の
税
金
を

使
っ
た
調
査
報
告
は
、
地
方
都
市
の
公
的
な
図
書
館
な
ど
で
も
読
め
る
よ
う
に
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

右
質
問
す
る
。

七


